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建物事前調査業務委託 特記仕様書

１ 委託名称 市立秋田総合病院改築に伴う建物事前調査業務委託（その１）

２ 履行場所 秋田市川元松丘町地内、川元山下町地内

３ 共通仕様書の適用

この特記仕様書は市立秋田総合病院改築に伴う建物事前調査業務委託（その

１）に適用し、特記無き事項については東北地区用地対策連絡協議会制定「共

通仕様書」（以下「共通仕様書」という。）および秋田県測量業務共通仕様書

（平成３０年１０月１日以降適用）を準用する。

なお、共通仕様書中「監督職員」は「調査職員」、「主任担当者」は「管理

技術者」と読み替えるものとする。

４ 業務目的

本業務は、今後着工する市立秋田総合病院改築に起因する周辺建物の損害の

有無を把握するため、先行する立体駐車場建設工事に先立ち、周辺建物の事前

調査を行うものである。

５ 業務内容

(1) 協議等

・打合せ、協議（着手前・調査段階随時・調査完了時）

・現地踏査

(2) 水準測量業務

・水準測量観測（秋田市八橋本町三丁目６３番、一等水準点５８１６号から

の計測とする。）

(3) 建物調査業務（対象建物は、調査対象建物位置図による）

・木造建物Ａ 事前調査 １５ 棟

・木造建物Ｃ 事前調査 １ 棟

・非木造建物イ 事前調査 ４ 棟

・非木造建物ハ 事前調査 ２ 棟

(4) 報告書作成

６ 事前調査時の注意事項

(1) 建物の四隅の土台水切等の位置を絶対水準（標高）で表し、設定単位を１
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ミリメートルとすること。

(2) 写真の撮影はデジタルカメラで行うものとし、既存の損傷がある部分につ

いて、引き延ばしを行っても鮮明さを確保できる画素数（８００万画素以

上が望ましい。）とすること。

(3) 写真撮影は、建物および工作物の異常なしの部分（特に内装、外装、建具

の隙間および床に残った開閉痕）についても全箇所撮影し、成果品とは別

に電子データのみを提出すること。

７ 支給材料等

(1) 市立秋田総合病院改築および川元松丘街区公園利用検討に伴う境界確定測

量等業務委託 成果品

８ 成果品

(1) 業務成果の報告書を作成の上、提出書類として報告書２部、電子媒体（Ｃ

Ｄ－Ｒ）２部を提出する。ただし、調査職員から提出部数変更の指示があ

った場合には、これに応じるものとする。

９ 個人情報の取り扱い

別に定める「個人情報取扱特記事項」による。

10 その他

(1) 本業務を履行するにあたり、本特記仕様書および共通仕様書に定めのな

い事項、または疑義が生じた場合は、速やかに調査職員と協議し業務を進める

ものとする。

(2) 平成３１年３月中旬までに、現地調査（外業）を終えることとし、具体

的な業務工程については、調査職員と協議すること。


